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第 1章緒 百
農漁業を営む成年男子で，片親については地理的条
及び他1¥件を同一にする隣村のものも含めたが，他君茨城県住民の生体計測は当教室の安中，志村氏等 
によって研究された，茨城県東茨城郡稲荷村の成績 県出身者は厳重に除外した。この中より満 25才以
があるのみである。従って地方的差違を明らかにす 上満 50才までの健康なる成年男子 114名を選び調
るに充分でない。しかして稲荷村は茨城県の中央部 査研究を行った。研究方法，調査項目及び計測方法
に{立置する。著者はこれらの点にかんがみて，茨城 につし、ては「日本人の生体測定班Jの協定に従っ
県南部，殊に利根川の流域である。稲敷郡安中村を た。測定用器は山越製のアントロポメータ{を使用
選び，成年男子の生体計測を行し三次の如き成績を した。比較する資料としては， 昭和 23年文部省学
収めたのでと与に報告する次第である。 術研究会議の「体質及び遺伝J班の報告及び当教室
の茨城県稲荷村，及び千葉県五井町の成績のものを
第 2章研究資料及び研究方法
用し、た。文中においては以後県名のみを記載する。 
Mf~M。
比較に当つては ;ご二三三ミ3の場合確差あり当安中村は茨城県の南部，霞ヶ浦(西浦〉の西岸
に在る村であって，図に示す如く西浦に突出する半 、/m12十m22
とし7こ。
島の尖端に[立する村である。変通は土浦市よりパス
にて連絡する。 この村は人口約 4000名， 農業を主 第 3章成 績 
とし，傍ら霞ヶ浦にて漁業を営む農漁村である。資
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第 2表 自匝
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下位に属する。 しかして最高は 174.6であり最低は 分類表に従い身長を分類するときは第 3表の如くで
147.9である。この成績を他の地区と比較するに兵 あって kleinが最も多く 40.4%を占め，次いで 
庫県との間には確差が存在し，兵庫県より高い。そ untermittelgross‘の 36.8%である。
の他の地区との聞には確差は存在しない。次に身長 2. 胸骨上縁高 129.34土0.39であって何れの地区 
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第 3表 
sehr klein 
klein 
untermittelgross 
mittelgross 
ubermittelgross 
gross 
149.9 cm以下 
150.0~159.9 
160.0~163.9 
164.0~166.9 
167.0~169.9 
170.0cm以上
との間にも確差が認められない。 
n 
4 
46 
42 
17 
3 
2 
14. 比肩峰幅 23.14士0.09で宮城，千葉(東村，五
井町)，茨城(稲荷村〉び及兵庫県より小で、あって，
これらとの間に確差が存在し，岐阜，北九州より大
であってこれらとの間に確差が認められる。 
15. 骨盤l隔27.05士0.13で何れの地区とも確差が
存在しない。 
16. 比骨盤l隔16.83士0.07で千葉県(五井町〉よ
り大きく，これとの聞に確差が認められる。次に岐
阜，兵庫及び愛媛より小さくこれらとの聞に確差が
存在する。その他の地区との聞には確差は存在しな 
3. 恥骨結合上縁高 80.27士0.29で茨城(稲荷村) "、。
長野県及び北九州より高く，これらとの間に確差が 
存在する。その他の地区との間には確差が認められ
ない。
4. 右肩峰高 130.58士0.40で何れの地区とも確差
が認められなし、。 
5. 右中指尖高 60.57土0.26で北九州よりは高く，
これとの間に確差が存在する。その他の地区との問
には確差が証明されない。 
6. 右腸骨前腕高 86.25士 0.32茨城県(稲荷村〉
より高し、。これとの聞に確差が証明される。その他
の地区との間には確差が存在しない。 
7. 上肢長 69.64士0.26で何れの地区とも確差が
存在しない。
8. 比上肢長 43.44士0.09で千葉県〈東村)，兵庫県
愛媛県及び北九州より小さく，これらとの間には確
差が存在する。その他の地区との間には確差が認め
られなし、。 
9. 下肢長 83.27:t0.29で茨城県〈稲荷村〉より
大きく，これとの間には確差が存在する。その他の
地区との問には確差が存在しないの
10. 比下肢長 51.92士0.10茨城県(稲荷村〉及び
北九州より大きく，これらとの問には確差が証明さ 
れる。その他の地区との問には確差がなし、。
11. 躯幹長 49.12士0.20で千葉県(東村)，及びl技
阜，兵庫県より大きく，これらとの問に確差が存在
する。叉宮城，山形，長野県及び北九州より小さく
これらとの間に確差が証明される。
12. 比躯幹長 30.65:t0.09で宮城， 1J形，茨城(稲 
荷村)，長野，兵庫，愛媛及び北九州より小で、あつ
てこれらとの間には確差が認められる。
13. 胃峰幅 37.06土0.15宮城， [J[形，千葉(東村，
五井町)，茨域(稲荷村)，長野，岐阜，兵庫県より
小さく，♂これらの何れとも確差が存在する。従つて
当村住民は肩峰幅が狭い。
./ 
17. 胸!1i]83.80士0.37で宮城， 山形， 茨城(稲荷
村)，千葉(東村)，愛媛より小さくこれらとの間に
確差が存在する。他の地区との問には確差は認めら 
れない。
18. 比胸賓 52.37土0.21で宮城， 山形， 茨城(稲 
荷付)，千葉く東村)， ffi:野，兵庫，愛媛県より小さ
くこれらとの問に確差が存在する。北九州よりは確
差を以って大ききい。 
B. 頭部計測〔第4表，第 5表〕
1.頭長 189.63土0.57で最大は 203であり，最小 
176である。 この値を他と比較するに宮城， IJ形，
茨城(稲荷村〕より小で、これらとの聞に確差が存在
する。叉長野，岐阜，兵庫より大きくこれらとの間 
に確差が認められる。即ち東北地区より小で， 中
部，関西より大であって地方的に明らかな差が認め
られる。
2. 頭幅 153.36士0.48で最大 165より最小 141に 
及ぶ。これを他の地区と比較するに宮域，茨城(稲
荷付)，長野， 兵麿県及び北九州より高く， これら、
との間に確差が認められる。その他の地区とは差が 
認められない。
3. 頭耳高 127.70士0.43で最高 137より最低 116
に及んでいる。尚この成績ほ直接法により計測を行 
った。之を他の地区と比較するに，宮城，山形，千
葉(東村，五井町〉及び長野県より高く又北九州ょ
り低し、。これらの各地区との聞には確差が認められ
る。その他の地区との聞には確差は証明されない。 
4. 頭長幅示数80.87:t0.30で最高86より最低 73
に及ぶ。この平均値は中頭に属するが主醇買に近い。
之を{也の地区と比較するに宮城， 11]静，茨城(稲荷 
村〉及び北九州より大きく，これらとの聞に確差が
存在する。逆に岐阜，兵r喧県より小さ<，これらと
の間に確差が証明される。他の地区との聞には確差
が認められない。従って頭長l隔示数においては東北~ 
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第 4表 頭 古.1)，及 び 顔、
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地方より大で，関西地方より小で、明かな地方差を認 間に確差が認められ，岐阜，兵庫，愛媛県及び北九
める。次にこの値を頭長幅示数分類表により分類す 州より小さく，これらとの間に確差が存在する。そ
れば第6表の通りである。 の他とは確差が認められなし、。しかして之を頭長高
第 6表
示数により分類するときは第 7表の如くであって高
頭が絶対多数を占め，実数において 112(98%)で名分一長中短
類
門
氏 
n ある。之に対して中頭はわずかに実数において 2
7 名 (2%)にすぎない。 
52 {f頭においては 1個も該当するものがない。
55 
第 7表 
U 
頭頭頭
短頭に属するものが最も多く， 48.20%を占める。
類 名 n 
。
次は中頭に属するものである。 5. 頭長高示数 67.28:1:0.25でこの値は高頭に属
する。これを他の地区と比較するに，宮城，山形及
び千葉県(東村，五井町〉より大きく，これらとの
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6. 頭l隔高示数 83.21土0.33でこの伯は中頭に属
する。之を他の地方と比較するとき，宮城， rJ形及
び千葉(東村，五井町〉より大き<，確差が認めら
れ，愛媛県及び北九州より小さく確差が存在する。
その他の地区との間には確差は存在しない。之を頭
l幅高示数分類表により分類するときは第 8表の通り
である。中頭が 55名 (48%)で第 1位，尖頭が 41
名 (36%)で第2位，平頭は最も少く 18名(16%)
である。
第 8表
分 類名 I n 
第 4章結 論
茨城県安中村村民，満 25才から満 55才迄の土着
手の健康なる男子 114名を選んで躯幹及び四肢，頭部
及び顔面の計測を行し、次の結論を得た。 
1. 身長は 160.14士0.45で untermittelgross 
の下位五属する。身長分類に従えば kleinが最も
多く 40.4%である。胃峰幅及び比肩峰l隔は他に比
ベ小で、ある。 
2. 頭長は東北地方より小で、中部，関西地方より
大である。頭長幅示数は短頭に近い中頭に層する。
この成績は東北地方より大で関西地方より小で、明ら
平
中
尖
頭頭頭 1iδRU1
Dd
る。ム吐 
口 
78.9以下 かなる地方差が認められる。頭長高示数においては
79.0--84.9
「 
高頭に属する。頭幅高示数においては中頭に属す
85.0以上
7. 最小前頭幅 106.78士0.40で宮城，長野及び愛 摘筆するに当り御援助を頂いた東京医科歯科大学
媛県より大きくこれらとの聞に確差が存在し，茨 分院及び安中村々民各位に感謝致します。尚この研
城，千葉(五井町)，岐阜及び兵庫県より小さくこ 究は「日本人の生体測定班Jの科学研究費によった
れらとの聞に確差が認められる占 ことを附記する。 
8. 頬骨弓幅 142.94:1:0.49で宮城及び岐阜県より
大であってこれらとの聞に確差が認められる。その
主要交献 
他の地区との聞には確差は認められない。
9. 下顎角l隔103.61士0.49で千葉県(東村〉及び 1) 三宅宗悦: 日本人の生体計測，人類学先史学
北九州を除き，他の何れの地区よりも小さく，確差 講座，雄山閣，昭 15.
が認められる。 2) 藤田恒太郎: 生体観察，南山堂，昭 25. 
10. 下顎示数72.42士0.29で下顎角i隔と同様千葉 3) 安中正哉:生体計測，長崎医会誌， 27，1昭27.
県(東村〉及び北九州をi徐き，他の何れの地区より の安中正哉:千葉県人の休質人類学的研究，身
も小で、あり確差が存在する。 長につし、て，長崎大解剖学教室業績集p 第 1号， 
11. 形態顔面高 135.93士0.50で長野，岐阜県及び 昭 27.
北九州より大きく，差が存在するが他の地区との閉 め体質及び遺伝班報告:文部省学術研究会議，
には確差は存在しない。 昭23. 
12. 形態顔面示数 95.32土0.43で長野県及び北九 6) 三橋公平:千葉県君津郡松丘村氏年男子の生
州より大きく，これらとの間には確差が認められ 体計測，千葉医学会誌， 34，2，昭 33. 
る。その他の地区との闘には確差は存在しなし、。
